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非行や犯罪から目を背けないために
愛媛・岡本　陸

　まさか自分の家族がこんなふうになるなんて、考えたこともありませんでした。

　僕の家族は、父、母、５つ年上の兄、３つ年下の妹です。家族みんなが素晴らしい人でしたが、特に兄は、小学生の頃から水泳が上手く柔道も強く頭も良く、正しく文武両道でした。兄と同じように水泳と柔道をしていた僕は、正直言って羨望の目を向けていたし、嫉妬もしていたし、尊敬もしていました。しかし、この尊敬や嫉妬が崩れ去る日が来るとは考えようとしたことさえありませんでした。

　兄が中学２年生のときのことです。家で寝転んでいました。夜の９時でした。小学３年生だった僕は、そろそろ寝に行こうかと思っていました。しかし、眠れなくなる慌ただしさを自分の両隣に感じました。父と母です。兄が帰ってこない、こんなことは今までなかった、としきりに言っていました。当時兄は学校に行っていませんでしたが、まだ理解力が不十分であった僕は、毎日休みで良いな、というくらいにしか考えていませんでした。しかも兄は優しかったのですから、不登校という単語と結びつけるにはそのための素材が不十分すぎたのです。しかし、そんな兄が９時になっても帰ってこない、もしかすると無断外泊なのではないか。そんな言葉を聞いた僕は内心大焦りでした。しかしその後、兄の外泊先が分かり、友達と遊んでいただけで悪いことは何もしていない、ということを聞いて落ちつきました。そして家族は、少し話をして兄を許しました。ちょっと選択を間違えたんだ、と僕もそのときは思っていました。

　しかしその外泊の日から、兄は段々と非行に走っていきました。ある日には父との取っ組み合いのケンカを目にしたり、さらには妹への罵声が聞こえる日もありました。今でもふとした瞬間に脳裏に浮かぶ、痛々しく生々しい情景を幾度となく目にしてきました。

　しかしそんな非日常的な日常は、僕が中学へ入学する頃には、知らぬ間に姿を消していました。あれだけ暴力や暴言を使って自分の考えを突き通そうとし、高校も中退した兄でしたが、なぜか突然改心し、高卒認定を受けるつもりであると両親に話し、両親もこれを快諾し、兄は見事合格しました。その後、宅建といった資格を独学で取り、今では東京の法律専門学校へ行って、毎日勉強に励んでいるようです。通知表をメールで兄に見せると、

　「まだまだやの～。９教科全部５取れや。」

　「学校行ってなかった奴が何を言いよるんぞ。」

というような冗談も言えるようになり、兄と両親の仲もとっくに回復しています。

　今になって、時々こんなふうに昔のことを思い返すと、なぜ兄がこんなにも変われたのか、というところに視点が向きます。なぜ兄が変われたのかを考えると、やはり家族の理解と、家族と兄との心のつながりが兄を変えたんだと思います。兄が何かしてはいけないことをしたとき、両親はそれを頭ごなしに否定するのではなく、なぜそうなったのか、どうすれば良かったのか、そんなことを諭すようにしていました。また、家族との時間を決して失くさず、食事も出来るだけ一緒に取り、暇なときにはキャッチボールをしたり。例え兄がどんなことをしようと、決してほったらかしにせず、決して勘当したりせず、決してコミュニケーションを失くさず、僕たち家族は兄が道からそれていくほど、兄に関わっていくようになりました。兄が変われたのは、そんな家族みんなの努力が実を結んだからだと思います。兄も努力していました。その兄の努力が兄自身を変えたのかもしれませんが、それ以上に、家族の力が兄を変えるための大きな要因となったことは確かです。

　世の中には、今語ったような非行ばかりではなく、様々な犯罪もあります。最近僕が読んだ本には、凶悪で残忍な犯罪を起こした人の多くが周囲から理解されず愛されていなかった、といったことが記されていました。兄の非行と同じように犯罪も周囲の理解と周囲との心のつながりがあれば、起こることすらなかったものが多いのではないでしょうか。

　やはり非行のみならず、犯罪といった他の面でも、周囲の理解と周囲との心のつながりが大切であることは、もはや明らかです。非行や犯罪をこの世から無くすためには、周囲との密接な関係が必要であり、そのためには周囲からの愛情が必要不可欠です。自分の大切な人が非行や犯罪を起こさないために、自分の大切な人が道から外れないために、そして何より、僕たちが「非行や犯罪から目を背けないために」、自分の大切な人にもっと愛情を注ぐべきだ、と思います。そして、大切な人を理解し、心のつながりを深めることも忘れないようにしたいです。僕の家族のような辛い顔はもう二度と見たくありません。ぜひ自分の家族から大切にしてみませんか。
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